
１ 　募  集  期  間

２ 　意見提出者数

３ 　意  見  件  数

４ 　意  見  内  容

④とくしまブランドの創出、海外への進出について（11件）

⑤農林水産業の振興について（21件）

⑥生産基盤の整備及び保全について（6件）

⑦担い手の育成について（5件）

⑧環境に配慮した農林水産業の推進について（10件）

⑩農山漁村の活性化について（9件）

⑪農林水産業への参画等について（2件）

⑫その他（3件）

パブリックコメントでの意見

⑨新たな技術や農商工連携の促進について（4件）

平成２１年６月１１日から平成２１年７月１０日まで（３０日間）

　６名

８７件

①食料供給機能の強化について（4件）

②安全で安心な食料の供給について（5件）

③食育、地産地消の推進について（7件）

参考資料３
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意見に対する考え方
1 行動目標に「耕作放棄地解消面積」、「新規需要米の作付け拡大推進」を掲

げており、ご意見の趣旨を反映しているものと考えています。

2 農地情報の一元化は、「面的集積」「耕作放棄地解消」等の推進に必要であ
り今後データベース化に向けて検討していきたいと考えております。しかし
ながら「個人情報」等の問題もあり、理解や協力を得ながら進める必要があ
ります。

3 「Ⅱ－３－２農林地及び漁場の適切な管理及び有効利用」に、農地の農業以
外の用途を目的とした土地利用との調整を的確に行い優良農地の確保を図る
ことを明記し、ご意見の趣旨を反映します。

4 「Ⅰ－１食料供給機能の強化による食料自給率の向上」、「Ⅱ－２－１水田
農業の振興」に米粉等新規需要米の生産拡大、需要開拓を明記し、ご意見の
趣旨を反映します。

意見に対する考え方
5 県独自の履歴管理制度「とくしま安

２
農産物」認証制度の推進や生産から処

理・加工・流通に渡るHACCP管理体制の構築を進める中で、参考とさせて
いただきます。

6 農薬の適正使用や低農薬に向けた取り組みを支援する上で参考とさせていた
だきます。

7 「徳島県食の安全安心推進条例」の改正などにより食の安全安心確保に向け
た取り組みを強化しています。また、「Ⅰ－２安全で安心な食料の安定的な
供給のための体制強化」に、食品表示の適正化に向けた啓発指導の強化を明
記します。

8 「Ⅰ－２安全で安心な食料の安定的な供給のための体制強化」に食料につい
ての監視・検査態勢の整備について明記し、ご意見の趣旨を反映します。

9 食の安全安心の確保について施策を推進する上で参考とさせていただきま
す。

①食料供給機能の強化について（4件）

②安全で安心な食料の供給について（5件）

米粉事業の普及促進による新規需要の開拓
　　（米粉のパン，麺，ピザ，揚げ物）

「とくしまブランド」にICタグや携帯電話のQRコードのカードを
添付して生産者と消費者との間で双方向ができるようにする。

食料供給機能の強化による食料自給率の向上において
・食料自給率の向上は大事であるが、耕作放棄地、遊休地の耕作率
改善の数値目標が必要である。

食料供給機能の強化による食料自給率の向上において
・農地情報データベースを早期に完成させる（農地調査は県も行っ
ているようだが、国の補助により制約されるのかあまり進んでいな
い）。
食料供給機能の強化による食料自給率の向上において
・農地が産業廃棄物の置き場や処分地とならないように監視、法的
整備が必要。

低農薬米，無洗米などの附加価値米の販売強化

これだけ県内で食品の偽装事件が多発し、日本の人々は徳島県は偽
装王国と云われ、食品の安心安全を疑われている県である。
然し、重点目標のⅠに何等、この点の改善意欲に触れられておら
ず、行政、農林水産業者は余りにも意識が低いのではないかと疑
う。
今後の絶無を期す意志を盛り込む必要がある。

安全で安心な食料の安定的な供給において
・とくしま安２農産物認証制度も必要であるが、食料全般のサーベ
イランス制度をつくる必要がある。

安全で安心な食料の安定的な供給において
・食料オンブズマン制度を作ってはどうか。通報により直ちに調査
できる体制。保健所まかせでは無理でないか。

意見の趣旨

意見の趣旨
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意見に対する考え方
10 「Ⅱ－３食育の推進に際しての取組」に食育推進ボランティアの育成や子ど

もたちへの体験活動の推進について明記し、ご意見の趣旨を反映します。

11 「Ⅰ－３食育の推進に際しての取組」に食育推進ボランティアの育成や子ど
もたちへの体験活動の推進について明記し、ご意見の趣旨を反映します。

12 「とくしま　地産地消ＮＥＷＳ」と題した地産地消に関する情報のサイトが
創設されています。徳島県のホームページから入ることができます。
http://our.pref.tokushima.jp/chisan/index.php
「地産地消の推進」について、明記しておりご意見の趣旨を反映しているも
のと考えます。

13 「地産地消の推進」を明記しており、ご意見の趣旨は反映しているものと考
えています。今後も地産地消の推進に努めてまいります。
なお、「徳島丼」については、7月から県庁食堂を始め県内のデパート等での
販売が開始されました。キョーエイについては全店舗が地産地消協力店に登
録され、うち22店舗に産直コーナーが設営されています。

14 地産地消意識を高める取り組みの推進について明記し、「Ⅰ－４地産地消の
推進」に反映します。

15 「学校給食における地場産物の活用推進」を「Ⅰ－４地産地消の推進」に明
記し、ご意見の趣旨を反映します。
なお、地域の食材を用いたカレーや丼については、具体的な取り組みとして
進めてまいります。

16 地産地消の推進と農林水産物の販路拡大には積極的に取り組んでいるところ
です。いただいたご意見は今後の参考とさせていただきます。

③食育、地産地消の推進について（7件）

徳島県が農家直営の農家食堂、漁家直営の漁家食堂の開店に支援を
行う。
（例 上勝町の「いっきゅう茶屋」，鳴門市北灘町の「びんび屋」）

地産地消の更なる推進
・県庁食堂での「徳島丼」の発売
・徳島県とキョーエイとが協力して「すきとく市」の全県展開を図
る。

食育の推進において
・保育所、幼稚園、小学校における食育は必要でないか。

徳島県のHPに「とくしまの地産地消」のコーナーを開設する。

意見の趣旨

地産地消の推進
 ・阿波米（阿南産コシヒカリ），阿波牛，阿波尾鶏，徳島じゃがい
も，小松島フィシュカツ，大毛島らっきょなどの徳島の食材を使っ
た「徳島カレー」の開発・地産地消による学校給食の完全実施

徳島県農林水産部に「地産地消・外商課」を設置する。（地産地消
の推進と販路拡大）

耕作放棄地や遊休農地において小中学生による農業体験と食育活動
を行う。
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意見に対する考え方
17 とくしまブランドの輸出拡大に取り組んでおり、行動計画目標に「とくしま

ブランドの創出及び海外への進出」を明記しています。販路先については、
現在、台湾、韓国、タイに輸出しており、今後は、香港、シンガポールへの
更なる拡大も考えています。

18 とくしまブランドの輸出拡大に取り組んでいます。行動計画目標に「とくし
まブランドの創出及び海外への進出」を明記しており、ご意見の趣旨を反映
していると考えます。

19 東京都内のコンビニエンスストア内においてアンテナショップを設置するな
ど多様な販売チャンネルの構築を推進しています。「Ⅱ－１とくしまブラン
ドの創出及び海外への進出」に日本全国でとくしまブランドが購入できる体
制整備について明記し、ご意見の趣旨を反映します。

20 「Ⅱ－７農商工連携の促進」に番茶の活用について明記します。いただいた
ご意見は施策を推進していく上で、参考とさせていただきます。

21 施策を推進していく上で、参考とさせていただきます。

22 「新鮮　なっ！とくしま」号を積極的な活用に取り組んでいます。いただい
たご意見は施策を推進していく上で、参考とさせていただきます。

23 園芸農業の振興に取り組んでいます。いただいたご意見は、施策を推進して
いく上で、参考とさせていただきます。

24 行動目標計画に「県外における『とくしまブランド』協力店数」を明記して
おり、ご意見の趣旨を反映しているものと考えます。

25 とくしまブランド品目の育成に取り組んでいます。いただいたご意見は施策
を推進する上で参考とさせていただきます。

④とくしまブランドの創出、海外への進出について（11件）

「新鮮なっ！とくしま号」の韓国，中国での海外展開を図る。
 （下関－釜山，神戸－天津，神戸－上海を結ぶ定期国際線フェリ－
を利用。）

徳島県が「やまもも」，「みかん」，「梨」，「ぶどう」，
「桃」，「びわ」などの「くだもの」の栽培に重点を置いて「果樹
の宝庫！とくしま」・「果樹王国！とくしま」を作る。

徳島県とセブン－イレブン－ジャバンとの連携によって県外におけ
る「とくしまブランド」協力店の店舗数を増やす。

徳島県がメロンの栽培に力を入れて「徳島産メロン」として「とく
しまブランド化」を図る。
（例 北海道の「夕張メロン」，京都府京丹後市の「網野琴引メロ
ン」）

徳島県が総合商社の協力を得て「とくしまブランド」を韓国，中
国，台湾，香港，シンガポール，マレーシアなどへの海外販路拡大
を行う。

地産外商の推進
・農林水産省の地下売店での「徳島ブランド」の販売

徳島県が農林水産総合技術支援センターに「茶業研究」の担当を設
置して阿波茶（阿波番茶・相生緑茶）の「とくしまブランド」化を
図る。
東京線の航空便を活用してのフライト野菜の品目の拡充とフライト
活魚の実施

徳島県が「とくしまブランド」の海外販路の拡大については韓国，
中国，香港，台湾，タイ，マレーシア，シンガポール，インドネシ
アを対象にする。

意見の趣旨
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（つづき）
意見に対する考え方

26 今後とも大消費地におけるＰＲ活動により、園芸品目のブランド力向上に努
めます。いただいたご意見は施策を推進する上で参考とさせていただきま
す。

27 とくしまブランドの海外への進出を進める上で参考とさせていただきます。

意見に対する考え方
28 農林水産業は、本県の基幹産業であると考えており、ご意見の趣旨を「Ⅰ計

画の基本的な事項」及び「Ⅱ長期ビジョン編」に反映します。

29 農林水産業は、本県の基幹産業であり、「いのち」と「くらし」を支える食
料・農林水産業・農山漁村を次代へ継承する」とした基本理念、長期ビジョ
ンを明記し、ご意見の趣旨を反映します。

30 重点目標は、農林水産業の持続的な発展を図るため、短期・中期的に重点的
に取り組む方策として、農林水産基本条例に基づき４つの目標を掲げていま
す。いただいたご意見については、「Ⅰ計画の基本的な事項」、「Ⅱ長期ビ
ジョン編」に趣旨を反映します。

31 農林水産業・農山漁村の情報発信を行うサイトを平成21年度中に立ち上げる
予定です。

32 耕作放棄地を解消し生産基盤である農地の整備及び保全することが、農地の
利用率向上につながることとなるため、今後の参考とさせていただきます。

33 行動目標計画に「園芸品目の産出額」を明記しており、ご意見の趣旨を反映
しているものと考えます。また本文に「園芸農業の振興」を明記します。

⑤農林水産業の振興について（21件）

徳島県のHPに「とくしま農林水産業ネット」（徳島県の総合的な
農林水産業の情報ウェブサイト）を開設する。

活力ある農林水産業の振興において
・水田利用率は向上しているのに、耕作放棄地や遊休地が多く見ら
れるのは何故か。農地の利用率向上を目標とすべきではないか。

徳島県が「花き・園芸ランド とくしま」を推進する。

④とくしまブランドの創出、海外への進出について（11件）
意見の趣旨

徳島県が「ももいちご」，「さちのか」，「めぐみ」の「徳島県産
いちご」を東京築地市場でPRを行う。

とくしまブランドの創出及び海外への進出において
・徳島県産物の海外輸出は相手国の貿易政策、検疫がネックとなっ
ている。徳島県で海外調査団を編成して調査をしてはどうか。私企
業や個人に全てを求めることは無理。調査程度は県がすべきではな
いか。

徳島県が「農林漁業立県 とくしま」を目指す。

徳島県が農林水産業を未来に向けた成長産業と位置づけを行う。

意見の趣旨

重点目標に「農林漁業立県 とくしま」を明記する。
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（つづき）
意見に対する考え方

34 本県の園芸品目は、京阪神地域への食料供給地としての地位を確立してお
り、今後もブランド品目の育成に努めます。行動目標計画に「食料供給機能
の強化」、「とくしまブランドの創出」、「園芸農業の振興」を明記してお
り、ご意見の趣旨を反映しているものと考えます。

35 多様な担い手の育成に取り組んでいきます。頂いたご意見は施策を推進して
いく上で、参考とさせていただきます。

36 各生産者、生産団体等へ品質の向上に向けた指導を行っていく上で、今後の
参考とさせていただきます。

37 本計画に基づき間伐材の利用を推進する上で、いただいたご意見は、今後の
参考とさせていただきます。

38 行動目標に「公共事業での県産木材使用量」を明記しています。この中に
は、学校の木材化も含まれており、市町村や教育委員会等と連携して間伐材
の利用を推進します。

39 本計画に基づき間伐材の利用を推進する上で、いただいたご意見は、今後の
参考とさせていただきます。

40 本計画に基づき間伐材の利用を推進する上で、いただいたご意見は、今後の
参考とさせていただきます。

41 水産物の付加価値の向上や新たな需要の創出について「Ⅱ－２－５水産業の
振興」に明記し、ご意見の趣旨を反映します。

42 いただいたご意見は、施策を推進する上で今後の参考とさせていただきま
す。

間伐材を使っての花壇づくりの推進

間伐材を使って木のおもちゃ作りの推進

未利用魚の販路拡大を行う。

陸上養殖（海面）支援を早急にする。
陸上養殖（海面）生産数値目標を置く。
理由①気象（台風、赤潮等）に左右されにくく安定生産ができる。
理由②寄生虫等の管理がしよく、安心な生産品ができる。
理由③学校等の体験・見学ができ、食育ができる。
理由④水産技術、担い手育成ができる。

徳島県が農業協同組合と協力して井関農機，クボタの農機具を共同
購入・共同利用によって個々の農家の農業経営の合理化を図る。

活力ある農林水産業の振興において
・菌床しいたけの普及により、安易にしいたけの生産ができるよう
になっている。生産方法によって品質の差が大きい。品質規準をつ
くらないと、品質不良の風評被害が出る。

間伐材を使ってのマリンピア沖洲におけるウォーターフロントの整
備（木製の遊歩道など）

間伐材を使っての学校建設の推進

徳島県が関西において「関西の台所」，「関西の新鮮食料供給基
地」の販売戦略を展開する。

意見の趣旨
⑤農林水産業の振興について（21件）
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（つづき）
意見に対する考え方

43 具体的な内容が不明で、本計画での対応は困難です。

44 具体的な内容が不明で、本計画での対応は困難です。

45 いただきましたご意見は、施策を推進する上で、今後の参考とさせていただ
きます。

46 栽培漁業センターで生産している種苗は、原則として天然資源をより積極的
に回復・増加させるために放流用として生産していることから、本計画での
対応は困難です。

47 「Ⅱ－２－５水産業の振興」にヒラメなどの種苗の放流などについて明記
し、いただいたご意見の趣旨を反映します。

48 農林水産業の多面的機能を広く県民に理解いただき、生産者・消費者・関係
団体等の協働のもと、策定する基本計画が実効性のあるものとなるよう努め
ます。

活力ある農林水産業の振興において
・県が種苗として育成している一部魚種で、県内陸上養殖している
ものがあれば種苗を供給する。

農業は食料供給という経済的機能だけでなく、様々な公益的機能を
有し、多様な役割を果たしている。
食料供給機能については、国民経済に占める経済的地位はきわめて
低位であるが、公益的機能に関しては高い経済評価を得て、国税再
配分事業としての地位を確立して、財政出動による需要刺激効果に
よる農業の特段のジャンプアップを起こすことが肝要である。

「捕る漁業」から「育てる漁業」で漁業資源の確保を図る。（「ひ
らめ」の放流，「かれい」の放流など）

加島のヒラメは放流後の成長度が疑問。市場では評価低い。

他県のように有機酸の基本的使用方法を作成。

活力ある農林水産業の振興において
・海面以外の漁業について調査が必要。統計資料のないものもあ
る。ひらめ、ふぐ、うなぎ、鮎、あめご、ますなど。

⑤農林水産業の振興について（21件）
意見の趣旨

6



意見に対する考え方
49 「Ⅱ－２－１水田農業の振興」に農作業の機械化による生産性の向上、「Ⅱ

－３－１優良な生産基盤の整備及び促進」に農産物の産地化を促進する生産
基盤の整備を明記し、ご意見の趣旨を反映します。

50 「Ⅱ－３－１優良な生産基盤の整備及び保全」に、ほ場の整備、林内路網の
開設、漁港施設の整備について、戦略目標、行動目標を掲げており、ご意見
の主旨は反映しているものと考えています。また、これら基盤整備において
は、環境に配慮し実施してまいります。

51 今後とも、ほ場の整備箇所の選定は厳正に行い、優良な生産基盤の整備及び
保全の推進に努めます。

52 地籍調査のより一層の促進に努めております。利用状況のデータベース化の
推進については、今後、検討してまいります。

53 耕作放棄地問題は農業を推進していく上で重要な課題と認識しており、解消
に向けて基本計画への明記、施策の実行に努めます。

54 優良な生産基盤の整備により生産の効率化、生産コストの低減を図り、産業
として成り立つ農林水産業を支援してまいります。

⑥生産基盤の整備及び保全について（6件）

徳島県が「ふるさと圃場整備」を推進する。
　・大型機械化等による低コスト水田営農

「とくしまグリーン・ブルーニューディール政策」の実施
 ・大規模な圃場整備
 ・農道整備や農業用水路整備
 ・林道整備や作業道整備
 ・漁港整備

意見の趣旨

優良な生産基盤の整備及び保全等において
・ほ場の整備は整備箇所を厳選し実施。（完成後直ちに耕作放棄や
遊休地とならないよう）

優良な生産基盤の整備及び保全等において
・地籍調査の早期完了。利用状況も調査しデータベース化を急ぐこ
と。

優良な生産基盤の整備及び保全等において
・耕作放棄地解消が最重要課題

優良な生産基盤の整備及び保全等において
・国の政策とも大きく関連するが、“生きることのできる農業”を
基本として施策を考える（生活のできる農林水産者）
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意見に対する考え方
55 アグリテクノスクール等により多様な担い手の育成に取り組んでいます。本

文に「多様な担い手の育成」を明記し、ご意見の趣旨を反映します。

56 「農山漁村ふるさと回帰プロジェクト」について明記しており、ご意見の趣
旨のとおり施策の実行に努めます。

57 外部の有識者による評価・提言を受けながら業務の改善に取り組んでいま
す。今後も農家の実情に応じたきめ細かい営農指導に努めます。

58 林業においては、ＵターンやＩターン、さらには建設業からの参入などによ
る就業が増加傾向にあることから、この受け入れ体制について支援を行い、
山間地の振興につなげたいと考えていますので、外国人に限っての対応は特
に考えていません。

59 次代を担う新規就農者の確保等について明記します。いただいたご意見は施
策を推進する上で参考とさせていただきます。

意見に対する考え方
60 バイオマス資源の活用や高能率施設の導入など「脱石油」に向けた取り組み

や地球環境の保全の貢献をわかりやすくするため、カーボンオフセットや
カーボンフットプリントの取り組みを「Ⅱ－５－１地球環境の保全への貢
献」に明記します。

61 再生可能な「バイオマス資源」の活用について「Ⅱ－５－１地球環境の保全
への貢献」に明記します。いただいたご意見は施策を推進する上で、参考と
させていただきます。

62 再生可能な「バイオマス資源」の活用について「地球環境の保全への貢献
等」に明記します。いただいたご意見は施策を推進する上で、参考とさせて
いただきます。

⑦担い手の育成について（5件）

⑧環境に配慮した農林水産業の推進について（10件）

多様な担い手の育成等において
・農業大学校に販売流通を主とした学科を作り、ユニークなカリ
キュラムで全国より生徒を集め、川下の仕事を中心とした人材を養
成して徳島県に定着させる。

地球環境の保全への貢献等において
・ＣＯ2削減量を試算し広報活動を行う。例えば、徳島県の水道水
を１５％節約した場合のCO2削減量は5,334t/年など。

意見の趣旨

農業大学校において大規模農業経営力をもつ人材を育成する。

徳島県が新規就農者の受け入れや職業訓練を実施する農業生産法人
に対して支援を行い「農の雇用事業」を推進する。

各農業支援センターの営農指導の窓口を強化し、各農業支援セン
ターの農業改良普及員が個々の農家の実情に応じてきめの細かい営
農指導を行う。

活力ある農林水産業の振興において
・林業全般に労働力としての外国人労働者の就業を考える時と思
う。

意見の趣旨

徳島県と漁業協同組合とが連携して、漁船の燃料にバイオエタノー
ルディーゼル燃料が使用できるようにする。

徳島県と農業協同組合とが連携して、トラクター，耕耘機，田植
機，コンバインなどの農業機械の燃料にバイオエタノールディーゼ
ル燃料が使用できるようにする。
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（つづき）
意見に対する考え方

63 環境を軸に農林水産業の活性化を図る上で、いただいたご意見は、今後の参
考とさせていただきます。

64 化学資材等の使用量を低減した農産物に対する消費者の関心が高まってお
り、施策を推進する上で参考とさせていただきます。

65 「Ⅱ－５－２環境に配慮した農林水産業の推進」に有機資源の循環利用によ
る土作りを基本とする人や環境に優しい農業生産の推進を明記しております
ので、ご意見の趣旨を参考とさせていただきます。

66 自然環境との調和に配慮した農業農村の整備を推進することを「Ⅲ－１魅力
ある農山漁村づくり」に明記し、ご意見の趣旨を反映します。

67 水田機能の保全や自然環境の調和に配慮した農業農村整備を推進していま
す。いただいたご意見については参考とさせていただきます。

68 戦略目標に「温暖化防止森林吸収源の森林面積」を明記しており、ご意見の
趣旨を反映しているものと考えています。また、本文に「地球環境の保全へ
の貢献」を明記します。

69 林業者と漁業者が連携し間伐材魚礁を設置する取り組みは、既に県南部で行
われており、いただいたご意見は、さらに施策を推進する上で参考とさせて
いただきます。

「水田の魚のゆりかご事業」の実施
　・水田に農業用水から魚が遡上する工夫を
　　行い環境保全や景観保全を推進する。
　・多種多様な魚な水生昆虫が生息できる
    様々な機能を持つ水田の維持管理

森林整備によるCO2の削減で「低炭素社会 とくしま」を目指す。

間伐材を使って人工漁礁を作り「豊かな海の森づくり」を推進す
る。

徳島県が「グリーン・イノベーション事業」又は「ブルー・イノ
ベーション事業」の推進を行う。

アイガモを使ったアイガモ農法の推進

農家が「ボタンウキクサ」，「エチゼンクラゲ」などを生ごみコン
ポストに入れて有機肥料農業化の推進を行う。

水田に「めだか」や「やご」などが生息する「地球環境にやさしい
水田づくりを行う。

⑧環境に配慮した農林水産業の推進について（10件）
意見の趣旨
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意見に対する考え方
70 ＬＥＤを活用した新たな技術を支援しており、いただいたご意見は今後の参

考とさせていただきます。

71 行動目標計画に「農商工連携の促進」「加工分野における連携」を明記して
おり、ご意見の趣旨を反映しているものと考えます。今後、いただいたご意
見を参考とし、商工業との連携による新販売方式等への支援に取り組んでい
きます。

72 「阿波尾鶏」の出荷羽数の増加に向けて取り組むとともに農商工連携による
新商品開発に取り組んでいます。いただいたご意見は施策を推進する上で参
考とさせていただきます。

73 「Ⅱ－７農商工連携の促進」に加工分野における取り組み例を明記します。
いただいたご意見は今後の参考とさせていただきます。

意見に対する考え方
74 行動計画編に「農山漁村と都市との交流促進」を明記しており、ご意見の趣

旨を反映しているものと考えております。今後も、とくしま農林漁家民宿、
農林漁業体験、オーナー制などにより、農山漁村地域の自然や文化、人々と
の交流を楽しむ滞在型の余暇活動を推進してまいります。

75 魅力ある農山漁村の活性化を目指し、「中山間地域等への支援」、「農山漁
村と都市との交流促進」の具体的内容を明記し、ご意見の趣旨を反映しま
す。

76 「田んぼの生きもの調査」や「森林・林業学習」を実施するなど環境教育に
取り組んでいます。また、「県民等の農林水産業への参画等」の行動目標に
「漁業についての総合学習会の開催」を明記しており、ご意見の趣旨を反映
していると考えます。

77 自然環境との調和に配慮した農業農村の整備を推進することを「Ⅲ－１魅力
ある農山漁村づくり」に明記し、ご意見の趣旨を反映します。

「ホウネンエビ」が生息する環境にやさしい水田を作る。

徳島県が「農工商連携事業」に基づき、LEDの光源を利用して「レ
タス」，「トマト」，「きゅうり」などを栽培する「LED野菜工
場」を作る。

徳島県が「農工商連携事業」に基づき、「すだち」，「ゆず」，
「ゆこう」，「梅」などの柑橘系の加工食品の製造と販売に支援を
行う。
（ 例 高知県馬路村の「ゆず」の加工食品）

「阿波尾鶏」を使って「阿波尾鶏ソーセージ」を作る。
※九州大学農学部は「はかた地鶏」を使って「はかた地鶏ソーセー
ジ」を作りました。

「やまもも」を使って「やまももワイン」を作る。
※山梨県は「ぶとう」を始めとしてワイン作りが盛んです。

⑨新たな技術や農商工連携の促進について（4件）

⑩農山漁村の活性化について（9件）

魅力ある農山漁村づくりにおいて
・美郷に代表されるマクロビ料理を主とした農家民宿や、伊座利の
民宿など、自然を題材とした体験観光を中心に展開を広げる。

意見の趣旨

意見の趣旨

農山漁村における第六次産業化の推進で農山漁村再生と魅力ある農
山漁村づくりで地域の農業・林業・漁業を「地域総合産業」に育て
る。
 （「第一次産業」＋「第二次産業」＋「第三次産業」とを結集す
る。）
「田んぼの学校」の開校，「森の学校」の開校，「海の学校」の開
校を行う。
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（つづき）
意見に対する考え方

78 農山漁村ＩＣＴポータルサイト（仮称）を開設し、県内のあらゆる地域から
農山漁村の魅力ある情報の発信ができる環境を整備し、農山漁村の活性化を
図ってまいります。いただいたご意見は今後の参考とさせていただきます。

79 「魅力ある農山漁村づくり」に向けて取り組む中で、地元負担の軽減にもつ
ながるため、参考とさせていただきます。

80 農山漁村の地域資源の再発見、魅力発信に努めてまいります。いただいたご
意見は今後の参考とさせていただきます。

81 農山漁村と都市との交流促進に取り組んでいます。いただいたご意見は施策
を推進していく上で、参考とさせていただきます。

82 グリーン(ブルー)・ツーリズムのインストラクター数は、財団法人 都市農山
漁村交流活性化機構が実施するインストラクター育成スクールを修了した者
であることを明記し、育成については、事業の活用等により今後とも支援に
努めてまいります。

民間活力を利用しての農林漁村への光ファイバ－を用いた高速ブロ
－ドバンドによるICTの情報通信基盤整備の推進で魅力ある農林漁
村づくりと活力ある農林水産業の振興を図る。
 
・NTT西日本のフレッツ光プレミアム，ソフトバンクのYahoo！
BB光，STNetのPikara，J：COMなど

徳島県が農業用水を活用してマイクロ水力発電を推進する。

県南地域の「海賊料理」をPRをする。

徳島県が旅行事業者，旅泊事業者，運輸事業者などと連携して「グ
リーン・ツーリズム事業」又は「ブルー・ツーリズム事業」の推進
を行う。

  ３本県の特長を生かした農山漁村の活性化、（３）農山漁村と都
市との交流促進の行動目標数値において、グリーン（ブルー）・
ツーリズムのインストラクター数が２０年度で３２人、２４年度で
３５人となっているが、私が知る限り、遙かに人数は多い。もし、
国の外郭団体が実施する研修を受けた者に限定してということな
ら、そのような丁寧な記述をしないと実際に事業に関わっている多
くの方々に対して失礼である。また、３名の増加を達成するための
裏付け施策として、県として受講料の補助制度を作るとか、県が主
催して研修会を開くとかの施策が示されていない中では、その数値
は無責任である。

⑩農山漁村の活性化について（9件）
意見の趣旨
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意見に対する考え方
83 県民等への情報の提供や普及啓発活動を推進する上で参考とさせていただき

ます。

84 施策を推進していく上で、参考とさせていただきます。

意見に対する考え方
85 今回の基本計画は「骨子」案としてお示しいたしました。できるだけ多くの

方から食料・農林水産業・農山漁村に必要なご意見ご提言をいただき、具体
的施策が盛り込まれた基本計画を作成したいと考えております。

86 農林水産基本条例を肉付けし、具体的な施策を推進していくために必要十分
な計画の策定に努めます。また、様々な場を活用し、議会・県民への説明を
行ってまいります。

87 地域意見交換会においては、それぞれの地域における生産者、流通・加工業
者等の生の声を聞き、本計画に反映させることを目的としており、示す内容
については、計画骨子にとどめています。
県議会には６月に骨子案を報告しています。

基本条例と基本計画について
　計画等は条例に準じた慎重な立案内容を議会、県民に示し、十分
なる説明を必要とすると考えます。

スケジュールについて
・この計画は実質的には条例の内容となるべきものであるから、地
域意見交換会には具体的、詳細な内容を示して意見を聴くべき。
・８月下旬に知事決裁、９月に県議会に報告とあるが、決済に先
立って県議会に報告すべきと考えます。

今回の基本計画に関しては、「総合的かつ計画的に推進するために
必要な」具体的な取り組みが何ら示されておらず、「施策展開の体
系」も「重点施策」についても、何の資料も示されていない。
　それにもかかわらず、「重点目標」「小目標」が項目として「簡
潔」に「箇条書き」で並べられ、それに対応させて「数値目標」と
「行動目標」の数値が「明確」に列挙されている。
　具体的な取り組みや目標の裏付けとなる「施策」等を示さずに
「目標数値」だけを並べられても意見の出しようがない。「施策」
を示さずに「数値目標」のみがある「計画」って何なのか？

⑪農林水産業への参画等について（2件）

⑫その他（3件）

県民等の農林水産業への参画において
・県主催の農林水産業と協働する全県下のＮＰＯのフォーラムを実
施して協働化を図ってはどうか。

農業大学校の学生が農業実習の一環として耕作放棄地を耕したり、
農家に一週間程度泊まり込んで農家の農作業の手伝いを行う。

意見の趣旨

意見の趣旨
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